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　第１章　「人生を飛躍させるキャリアを設計する」
　第２章　「まずは人材市場の実態を知る」
　第３章　「あなたの『常識』は」間違っているかもしれない
　第４章　「ビジネスエリートたちはすでに実践している」
　第５章　「劇的に人生を変えるマジックがある」
　第６章　「戦略的なキャリア設計法をマスターする」

以　上
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書評

　「お金と幸せ」や「ライフワーク」をテーマに掲げ、多くの著作で読者に
生き方を考えさせてきた著者による作品である。以前話題になった『あなた
のお金はどこに消えた？』を改題された作品で、我々の社会で起こりうる金
融に関わる事例をゾウの世界に置き換えて童話風に記述されており、大変読
みやすい。また登場人物や国名を実在するものにうまくもじってあるところ
には面白さも感じる。
　話の内容は、炭鉱で栄えた村に、投資話が舞い降り、村全体が浮かれ気分
となり仕事に集中しなくなるというもの。第１章同窓会、第２章ヘッジホン
トがやってきた、第３章アルーゾのお金の授業、第４章終わりのはじまり、
第５章トルーゾを探せ！、第６章お金はどこに消えた？、最後に解説これか
らお金とどうつきあいますか？と題され、４つのパターンの登場人物を自分
に置き換えて自分自身を考えさせる。
　私の印象に残ったところは、第３章にあるアルーゾによる子ども達に対す
る「お金の授業」である。お金をテーマにして行われるが、すべて子ども達
の疑問・質問から展開されるというもの。考えから答えまですべて子ども達
だけで導き出す。そこで諭すのは、『知恵』と『情熱』である。子ども達の
秘めたる可能性やものごとに対する視線を見守るアルーゾは教育に携わる私
にそのことを教え諭してくれたと感じています。
　また『友情』や『愛情』、『働くこととは』というテーマも織り込まれてい
て心に響くことばかりである。また自信を持たせたり、不安にさせたりする

『お金の持つ魔力』や『ピンチをチャンスに変えるものごとの見方』という
ものにも納得させられた。
　最後にアルーゾが投げかけた次の問いを自分自身にも考えなおしてみた
い。

「金持ちゾウさん、貧乏ゾウさん」
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　「お金と幸せ」や「ライフワーク」をテーマに掲げ、多くの著作で読者に
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　　お金とはなにか？
　　マネーゲームに巻き込まれるとどうなるのか？
　　金持ちになると幸せになれるのか？
　　貧乏ゾウさんは負け組みなのか？
　　仕事の本当の意味とは？
　　幸せとは何か？
　　お金に支配されずに生きる方法は？
　　お金より価値あるものはなにか？
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　近年、「大相撲で八百長が行われたのではないか」「スポーツの指導者が選
手に体罰を加えた」などという報道がなされ、相撲協会やスポーツ団体に対
する非難が起こったことは記憶に新しい。確かに、こういった不祥事が発生
したことの責任の所在を明らかにすることは重要であろう。しかしながら、
不祥事を単に個人の責に帰したり、不祥事が発生したこと自体を非難したと
ころで、問題の解決にはならない。組織においてはなぜさまざまな問題が起
こるのか、あるいはなぜ問題発生を防止するメカニズムが働かないのか。こ
ういった課題に対し、組織のガバナンス（統治）の視点に焦点をあてて議論
しようというのが本書の骨子である。著者によれば、株式会社などの営利企
業に比べて、NPO のガバナンスはより難しいものになるという。そこで本
書では、より難易度の高い NPO のガバナンスに着目する。
　まず取り上げられるのは日本相撲協会である。親方による力士の暴行、力
士による賭博行為、さらには八百長メール疑惑など、さまざまな問題が噴出
するのはなぜなのか。本書では、　①過去に積み上げた膨大な資産のゆえに、
単年度でみればいくら赤字が出ようと問題視しない経営陣、およびそのこと
に起因して　②不祥事はそれを起こした個人の問題であるとみなされ、監督
責任があるはずの経営陣は原因追究、おおがかりな対策を取ろうとはしない
こと。③親方（元力士）が経営を行うことによって、組織運営のノウハウを
持っているとは限らない者が経営陣を構成する、といった 3 点が挙げられよ
う。長期的な視点に立てば、大相撲人気の凋落を放置して良いわけが無く、
あるいは不祥事を根絶するためには抜本的な改革が必要とされているにも関
わらず、問題が先送りされてしまった結果、いつまでも不祥事が絶えない組
織になってしまったのである。
　問題の解決法として著者が示すのが、株式会社化、あるいは公益法人化に
よる、経営と現場の分離である。経営を行う人と現場で働く人、すなわち監

『こうして組織は腐敗する』
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